
レ
ー
ン
を
拡
張
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
」
と
、
上
田
主
査

は
説
明
す
る
。

こ
う
し
た
安
全
対
策
の

実
例
は
、「SAFETY

M
AP

」
上
に

「SAFETY
AC
TIO
N

」と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
事
故
や
急
ブ
レ
ー
キ
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
対

策
箇
所
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
急
ブ
レ
ー
キ
や
事
故
が
多
発
し

て
い
な
い
も
の
の
、
道
路
を
利
用
す

る
方
々
か
ら
の
投
稿
が
多
い
場
所
を

ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
く
か
が
課
題

で
あ
る
と
い
う
。
埼
玉
県
で
は
、
急

ブ
レ
ー
キ
回
数
の
変
化
な
ど
、
今
回

改
善
し
た
箇
所
の
効
果
検
証
を
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
「SAFETY

M
AP

」

を
活
用
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
交
通

事
故
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
考
え
だ
。

「S
A
FE
TY
M
A
P

」

は
昨
年
９
月
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ

ア
を
日
本
全
国
に
拡

大
し
て
い
る
。
埼
玉

県
以
外
の
都
道
府
県

に
お
い
て
も
、
道
路

の
環
境
改
善
に
向
け

た
「SAFETY

M
AP

」

の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。
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1
●埼玉県県土整備部

埼玉県が「SAFETY MAP」を活用し、
道路環境の改善を実施

埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
政
策
課

で
は
県
内
の
道
路
整
備
に
よ
る
交
通

事
故
の
未
然
防
止
と
削
減
を
目
的
と

し
て
、
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た
双
方
向

通
信
型
カ
ー
ナ
ビ
「
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
」

の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
デ
ー
タ

（
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
装
着
車
の
走
行
デ
ー

タ
）
を
分
析
し
、
平
成
19
年
か
ら
23

年
に
か
け
て
潜
在
的
な
事
故
危
険
箇

所
（
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
）
に
対

策
を
実
施
し
て
き
た
。
安
全
対
策
を

実
施
し
た
１
６
０
ヵ
所
で
対
策
後
１

ヵ
月
の
急
ブ
レ
ー
キ
回
数
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
約
７
割
減
少
し
、
１
年

間
の
人
身
事
故
件
数
も
約
２
割
減
少

し
た
と
い
う
結
果
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
24
・
25
年
に
は
登
下

校
の
時
間
帯
の
デ
ー
タ
に
着
目
し
、

通
学
路
で
歩
道
未
整
備
箇
所
の
安
全

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
は
ホ
ン

ダ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し

て
い
る
「SAFETY

M
AP

」
を
活
用

し
た
新
た
な
取
組
み
を
開
始
。

「S
A
FE
TY
M
A
P

」
は
地
域
住
民
の

方
々
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
や
企

業
な
ど
の
団
体
が
地
域
の
安
全
活
動

に
活
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ナ
ビ
か
ら
収
集
し
た
急
ブ
レ
ー

キ
多
発
地
点
、
各
警
察
本
部
や
（
公

財
）
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー

か
ら
提
供
さ
れ
る
事
故
多
発
エ
リ

ア
、
警
察
庁
か
ら
提
供
さ
れ
る
ゾ※

ー

ン
30
な
ど
の
情
報
に
加
え
、「
見
通

し
が
悪
い
」「
飛
び
出
し
が
多
い
」

な
ど
一
般
投
稿
さ
れ
た
危
険
ス
ポ
ッ

ト
情
報
も
地
図
上
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
二
輪
車
や
四
輪
車
だ
け

で
な
く
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
立
場

か
ら
も
危
険
エ
リ
ア
を
確
認
し
、
共

有
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

「S
A
FE
TY
M
A
P

」
の
活
用
に
つ

い
て
、
県
土
整
備
部
道
路
政
策
課
の

上
田
主
査
は
「
交
通
事
故
の
削
減
と

道
路
の
安
全
確
保
に
向
け
て
、
コ
ス

ト
の
縮
減
と
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
が
図
れ
る
と
考
え
、
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
『SAFETY

M
AP

』
を
使

っ
た
道
路
改
善
を
昨
年
実
施
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

埼
玉
県
で
は
「S
A
FE
TY
M
A
P

」

の
情
報
を
も
と
に
、
県
が
管
理
す
る

道
路
の
中
で
安
全
対
策
が
必
要
な
箇

所
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
平
成
25
年
12

月
に
は
和
光
市
内
の
３
ヵ
所
で
安
全

対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
道
路
改
善
に

あ
た
っ
て
は
、
埼
玉
県
と
埼
玉
県
警

察
本
部
な
ど
関
係
者
が
実
際
の
交
通

状
況
を
視
察
。
急
ブ
レ
ー
キ
や
事
故

が
発
生
す
る
要
因
を
分
析
し
、
対
策

案
を
検
討
し
た
と
い
う
。

「
例
え
ば
、和
光
市
本
町（
下
記
、
道
路

改
善
例
参
照
）の
信
号
交
差
点
手
前
に
急

ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
要
因
と
し
て
は
、
右
折
レ
ー
ン
が
短

い
た
め
、
右
折
待
ち
を
す
る
ク
ル
マ
の

列
が
長
く
な
る
と
本
線
を
ふ
さ
い
で
し

ま
い
、
後
続
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
ふ
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。そ
の
た
め
、セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に
あ

る
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
の
幅
を
狭
め
て
右
折

※ゾーン30＝歩行者や自転車が優先される生活道路の安全対策として、区域内の道路を最高速度30km/hに制限した上で、ゾーンの入り口やゾーン内に標識および路面標示を整備して事故の防止に役立てるためのもの。

道路改善例●県道112号線（和光市本町）

道路改善例●県道88号線（和光市下新倉）

ゼブラゾーンを狭め、右折レーンのスペースを拡張

施工前

施工前 施工後

施工後

路面表示による横断者の注意喚起

路面表示による速度抑制の注意喚起

ドットライン設置による速度抑制の注意喚起

施工前

施工前 施工前

施工後

施工後 施工後

和
光
市
内
の
3
ヵ
所
で

道
路
環
境
を
改
善

1

2

急ブレーキ多発地点

事故多発エリア
「SAFETY MAP」には事故多発エリア
や急ブレーキ多発地点などが表示
される

急ブレーキ多発地点

道
路
利
用
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に

急ブレーキ多発地点での対策の一例。街路樹を剪
定して見通しを確保

歩道の整備されていない
通学路での対策の一例。
法人・団体による安全の
取組みを示す「SAFETY
ACTION」として表示さ
れている

SAFETY
ACTION

「SAFETY MAP」は以下のホームページから
無料で利用可能。 http://safetymap.jp

路面表示による追突防止の注意喚起



影
を
始
め
る
前
に
、
訓
練
員
に
運
転
自

己
評
価
表
を
配
付
し
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ

（
右
記
参
照
）
と
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
に
関

す
る
運
転
技
術
を
５
段
階
評
価
で
採
点

し
て
も
ら
う
。
撮
影
は
一
人
ひ
と
り
行

い
、
そ
の
際
に
他
の
２
名
は
降
車
し
て

一
人
の
運
転
を
観
察
。
撮
影
終
了
後
、

お
互
い
の
運
転
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
た
。

そ
し
て
翌
日
、
撮
影
し
た
映
像
を
全

員
で
見
な
が
ら
各
自
の
運
転
を
振
り
返

る
。「
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
の
時
の
運
転
姿

勢
や
走
行
ラ
イ
ン
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
」
と
鈴
木
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

問
い
か
け
る
。
あ
る
訓
練
員
が
「
姿
勢

は
リ※
２

ー
ン
ウ
ィ
ズ
と
い
う
指
定
で
し
た

が
、
身
体
が
バ
イ
ク
の
傾
き
よ
り
内
側

に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
走
行
ラ
イ

ン
も
外
側
に
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
」
と

答
え
る
。「
そ
う
で
す
。
映
像
を
よ
く

見
る
と
、
直
線
で
の
強
い
ブ
レ
ー
キ
が

残
っ
た
ま
ま
コ
ー
ナ
ー
に
進
入
し
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
分
、
進
入

速
度
が
若
干
速
く
な
っ
た
こ
と
が
、
き

れ
い
な
走
行
ラ
イ
ン
を
描
け
な
か
っ
た

原
因
で
す
」
と
、
鈴
木
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
解
説
を
加
え
た
。
映
像
に
よ
る

振
り
返
り
が
終
わ
る
と
、
前
日
に
記
入

ホ
ン
ダ
で
は
「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
（
４
月
６
日
〜
15
日
、
主

催：

内
閣
府
ほ
か
）
に
合
わ
せ
、
４

月
１
日
〜
30
日
の
期
間
、「
２
０
１

４
年
ホ
ン
ダ
春
の
セ
ー
フ
テ
ィ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
「
ホ
ン
ダ
で
働
く
ヒ
ト
は

ク
ル
マ
や
地
域
（
社
会
）
に
や
さ
し

い
運
転
を
め
ざ
し
ま
す
〝
交
通
事

故
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
め
ざ

し
て
〞
」。

期
間
中
は
、
ホ
ン
ダ
及
び
ホ
ン
ダ

関
連
企
業
の
従
業
員
、
販
売
会
社
の

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
自
ら

率
先
し
て
交
通
安
全
を
実
践
。ま
た
、

販
売
会
社
を
含
む
ホ
ン
ダ
及
び
ホ
ン

ダ
関
連
企
業
の
事
業
所
に
は
、
交
通

安
全
啓
発
の
ぼ
り
」
を
掲
示
し
、
従

業
員
・
お
客
様
・
地
域
の
方
に
広
く

交
通
安
全
を
訴
求
す
る
。
さ
ら
に
、

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
る
「
交
通
安
全
ぬ
り
え
」

も
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
る
。

栃木、埼玉、浜松、鈴鹿、熊本にあるHondaの製作

所に設置されている地区普及ブロックは、地域におけ

る交通安全普及活動の拠点である。各地区普及ブロッ

クは昨年12月から今年2月にかけて「交通安全普及活

動報告会（以下、活動報告会）」を実施。12月20日は

熊本県で「九州地区活動報告会」、1月21日は三重県

で「東海・近畿・中国・四国地区活動報告会」、2月7

日は埼玉県で「関東・甲信越地区活動報告会」、静岡

県で「東海・北陸・四国地区活動報告会」、2月14日

は「北関東・東北地区活動報告会」がそれぞれ開催さ

れた。

活動報告会には警察や県庁、市役所等の代表者をは

じめ、交通指導員やHondaパートナーシップインスト

ラクターなど、5会場で372名が参加。各地域での活

動事例が紹介されるなど、Honda及びHonda関連企業

と、各地域の交通関係者が情報交換を行った。

皇
宮
警
察
本
部
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
や
皇
族
各
殿
下
の
護
衛
と
皇
居
、
御

所
、
御
用
邸
な
ど
の
警
備
を
専
門
に
行

う
警
察
で
あ
る
。
機
動
護
衛
担
当
は
天

皇
皇
后
両
陛
下
・
皇
太
子
同
妃
両
殿
下

が
地
方
に
行
幸
啓
・
行
啓
さ
れ
る
際

に
、
お
召
自
動
車
の
直
近
を
白
バ
イ
で

護
衛
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
。

こ
の
機
動
護
衛
担
当
の
自
動
二
輪
車
乗

務
員
養
成
委
託
研
修
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
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で、自分の運転をビデオで録画して観察し、「我が身振り見て、我が振り直す」手法。
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セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も

て
ぎ
（
以
下
、
A
S
T
P
）
で
年
１
回

行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
２
月
下
旬
か

ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
10
日
間
実
施
さ

れ
、
白
バ
イ
乗
務
歴
２
〜
３
年
の
訓
練

員
３
名
が
受
講
し
た
。
研
修
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
立
案
し
た
A
S
T
P
の
新
家
哲

男
さ
ん
は
「
ホ
ン
ダ
が
提
供
す
る
『
健

康
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル
（
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
向
け
安
全
運
転
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
）』
で
は
自※
１

己
観
察
法
と
い
う
手
法

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
取
り
入

れ
、
自
己
の
振
り
返
り
が
で
き
る
構
成

に
し
ま
し
た
」
と
研
修
の
特
色
を
話
す
。

研
修
初
日
に
は
、
指
導
を
担
当
す
る

鈴
木
正
司
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
自

身
に
お
け
る
評
価
と
外
部
評
価
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
そ
の
差
異
か
ら
自
身
の
欠

点
や
不
足
部
分
に
気
づ
き
、
ま
た
、
今

後
の
努
力
目
標
を
見
出
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
主
旨
を
説
明
。２
日
目
に
、

各
訓
練
員
が
白
バ
イ
に
乗
車

し
て
、
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
と
ブ

レ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
様
子
を

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
。
撮

●
ホ
ン
ダ
春
の
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ホ
ン
ダ
及
び
ホ
ン
ダ
関
連
企
業
の
従
業
員
、

販
売
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
が

一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
を
実
践

●
2
0
1
3
年
交
通
安
全
普
及
活
動
報
告
会

よ
り
良
い
交
通
安
全
活
動
を

め
ざ
す
情
報
交
換
の
場

現
場
訪
問

●
皇
宮
警
察
本
部
・
自
動
二
輪
車
乗
務
員
養
成
委
託
研
修

自
分
の
運
転
を
正
し
く
評
価
で
き
る

能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

し
た
運
転
自
己

評
価
表
と
同
じ

項
目
に
つ
い
て

採
点
す
る
。

「
自
分
は
こ

う
運
転
し
て
い

る
だ
ろ
う
と
い

う
イ
メ
ー
ジ

と
、
実
際
の
自

分
の
姿
は
違
う

こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。
映
像
を
見
る
こ
と
で
、

う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
原
因
、
無
意
識

の
う
ち
に
出
て
し
ま
う
ク
セ
が
把
握
で

き
る
の
で
、
何
を
改
善
す
れ
ば
い
い
か

具
体
的
に
わ
か
り
ま
す
」
と
い
う
声
が

訓
練
員
た
ち
か
ら
聞
か
れ
た
。
訓
練
員

の
一
人
は
「
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
が

で
き
る
機
会
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
今
後
の
訓
練
に
お
い
て
も
良
い
点
、

悪
い
点
を
指
摘
し
合
い
な
が
ら
、
相
互

の
運
転
技
術
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。
こ
の
後
、
各
々
が
コ
ー

ナ
リ
ン
グ
や
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
の
課
題
を

確
認
し
た
後
、
理
想
の
運
転
を
め
ざ
し

て
ス
ラ
ロ
ー
ム
や
高
速
か
ら
の
急
制
動

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
研
修
の
効
果
に
つ
い
て
は
皇
宮

警
察
本
部
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
得
て

い
る
と
、
A
S
T
P
の
新
家
さ
ん
は
い

う
。
A
S
T
P
で
は
、
こ
う
し
た
自
己

評
価
と
客
観
評
価
を
組
み
合
わ
せ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の

研
修
に
も
導
入
し
て
い
る
。

★
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
の
評
価
項
目

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、「
実
施
前
の

評
価
」→

「
実
施
後
の
評
価
（
振
り

返
り
と
気
づ
き
）」→

「
課
題
設
定
」

①
カ
ー
ブ
に
合
わ
せ
た
正
確
な
減
速

が
で
き
て
い
ま
す
か
？

②
カ
ー
ブ
の
大
き
さ
に
見
合
っ
た
速

度
で
走
行
し
て
い
ま
す
か
？

③
カ
ー
ブ
の
走
行
中
に
先
の
状
況
が

読
み
取
れ
て
い
ま
す
か
？

④
安
定
し
た
姿
勢
で
カ
ー
ブ
を
走
行

で
き
ま
す
か
？

⑤
カ
ー
ブ
出
口
付
近
か
ら
直
線
に
向

け
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
加
速
が
で
き

ま
す
か
？

コーナリングでは70～80km/h
で直進し、ブレーキをかけて
180度コーナーを曲がる（写真
左上）。ブレーキングでは60km
/hで直進し、決められたポイ
ントを通過したら急制動で停
止する（写真右上）。全員が終
了すると、お互いの運転につ
いて意見を交換（写真左下）

撮影の翌日、映像を全員で観ながら各自の運転について振り返る

振り返りによって課題を確認した後、それをクリア
するためのトレーニングが行われた

ダウンロードした「交通安全
ぬりえ」に色をぬって、家族
で決めた交通安全の約束を書
いたら、下記宛にお送りくだ
さい。応募者全員にASIMO
えんぴつをプレゼント！
【応募締切】5月16日（金）

〒107-8556
東京都港区南青山2-1-1
本田技研工業（株）安全運転普及本部　交通安全ぬりえキャンペーン事務局行
※送付いただいたぬりえは、ASIMOえんぴつと一緒に返送します。（4月25日以降、随時発送予定）
※お申込みいただきましたお客様の個人情報は、発送業務以外の利用は致しません。

●交通安全ぬりえ　ダウンロード

▼
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